
― 1 ―

第1問　次のＡ・Ｂの問いに答えよ。

Ａ　アテネの民主政治はａクレイステネスの改革によって大きく前進した。その後、ペルシア戦争が始

まり、前490年には、マラソン競技の起源となった逸話でも有名なマラトンの戦いがあった。その少

し後、陶片追放がはじめてその機能を発揮した。一般市民がペルシア戦争での活躍によって発言力を

強め、陶片追放の制度もあったため、有力な政治家といえども市民の声を無視することはできなく	

なった。

　　ｂアケメネス朝との戦いであるペルシア戦争に勝利したあと、すぐれた政治家（Ａ ）が現れ、	

アテネの政治は黄金時代を迎えた。民主政とともに文化も花開いた。いまもアクロポリスの丘に残る

ｃパルテノン神殿は、（Ａ）のもとで建てられたものである。

問 1　文中の（Ａ）に入る人名を、次のうちから一つ選べ。 1

1　テミストクレス	 2　ペイシストラトス	 3　ソロン

4　ヘシオドス	 5　ペリクレス

問 2　下線部ａについて、その内容として正しいものを次のうちから一つ選べ。 2

1　将軍など一部を除き、一般市民から抽選された任期一年の役人が行政を担当した。

2 �　血縁にもとづく旧来の部族制を、地縁共同体であるデーモスを基礎として10部族制にあらた

めた。

3　政治的平等を徹底するため貧富にかかわらず、在留外人、女性にも参政権を与えた。

4　元老院や執政官の決定に拒否権を行使できる平民出身の護民官という役職を設けた。

5 �　ラティフンディアによって生じた大土地所有者の土地を没収して、無産市民に分配しようと

した。
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問 3　（Ａ）が、ペルシアの再侵攻にそなえて結成した同盟は何か、次のうちから一つ選べ。

		  3

1　カルマル同盟	 2　コリントス同盟	 3　ペロポネソス同盟

4　デロス同盟	 5　ハンザ同盟

問 4　下線部ｂで信仰されたゾロアスター教について、その内容として正しいものを次のうちから一

つ選べ。 4

1　この世を善の神アーリマンと悪の神アフラ＝マズダとの闘争と説いた。

2　イランの民族宗教として発展し、火や光の崇拝を重視した。

3　宗教家ゾロアスターがマニ教・仏教・キリスト教を融合しておこした。

4　セレウコス朝の時代に経典『アヴェスター』が編集された。

5　旧来の祭式や聖典の権威を否定し、苦行と不殺生を強調した。

問 ５　下線部ｃ内部に安置されたアテナ女神像の作者は誰か、次のうちから一つ選べ。 5

1　フェイディアス	 2　プラクシテレス	 3　アナクレオン

4　ピンダロス	 5　ミュロン

Ｂ　中国の内地においては、ｄ 4 世紀の初め、政治的混乱に乗じ、北方民族が大挙して華北に進出した。

その後、華北には遊牧民の建てた国が興亡し、一方、多くの漢人は華北から、江南といわれる長江下

流域に移住した。後漢の滅亡から隋の統一にいたる 3世紀半あまりは、分裂と戦争の時代ではあった

が、その過程で、ｅ華北では遊牧社会の要素を取り入れた新しい文化が生まれるとともに、ｆ江南で

は開発が推し進められ、のちの隋・唐帝国統一の基礎がつくられた。

　　仏教はすでに 1 世紀頃には西域から伝えられていたが、中国で広まったのは 4世紀後半からであ

る。仏図澄や鳩摩羅什は西域からやってきて布教や仏典の翻訳などに活躍し、（Ｂ）は直接インドに	

行って旅行記『仏国記』を著した。

問 6　文中の（Ｂ）に入る人名を、次のうちから一つ選べ。 6

1　玄奘	 2　隠元	 3　円仁	 4　達磨	 5　法顕
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問 7　下線部ｄについて、その時代の出来事としてふさわしいものを次のうちから一つ選べ。

		  7

1　遊牧諸民族の侵入により、五胡十六国の時代が始まる。

2　孝文帝が均田制や三長制を施行し、帝権を強化する。

3　抗戦派の岳飛が和平派の秦檜に捕らえられる。

4　交鈔という紙幣の乱発により経済が混乱する。

5　異民族の侵入に備えて、辺境に募兵集団の指揮官を置く。

問 8　下線部ｅに関連して、 6世紀に華北の乾地農法を集大成して著された農業技術書を、次のうち

から一つ選べ。 8

1　斉民要術	 2　水経注	 3　傷寒論	 4　農政全書	 5　農業全書

問 9　下線部ｆに関連して、六朝にふくまれない王朝を次のうちから一つ選べ。 9

1　東晋	 2　呉	 3　越	 4　斉	 5　梁

問10　下線部ｆに関連して、隋の時代に長江と杭州をむすんでひらかれた運河を次のうちから一つ選

べ。 10

１　邗溝	 ２　広通渠	 ３　通済渠	 ４　江南河	 ５　永済渠
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第2問　次の文を読んで、問いに答えよ。

　　東ヨーロッパでは、ａビザンツ帝国がローマ帝国の伝統を受け継ぎ、皇帝はｂギリシア正教会を服

従させて中央集権的一元支配を維持した。ｃスラヴ系諸民族もビザンツ文化の影響下に自立して建国

し、ビザンツ帝国とともに、ギリシア＝スラヴ的世界を形成した。

　　一方、西ヨーロッパではローマ＝カトリック教会が（Ａ）と手を結び、ギリシア正教会とビザン

ツ帝国に対抗した。ｄカールの戴冠はローマ＝ゲルマン的西欧世界の独立を象徴するできごとであっ

た。また、ｅ民族大移動後の長い混乱期は、封建的主従関係とｆ荘園という独自のしくみをもつｇ封

建社会をうみだした。こうして、西ヨーロッパの中世世界が出現した。

1

2 3

4

5

問 1　文中の（Ａ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 11

1　マジャール人	 2　イスラーム帝国	 3　フランク王国

4　ノルマンディー公国	 5　ヴァイキング

問 2　下線部ａに関連し、キリスト教の五本山にあてはまらない場所を上記地図中 1～ 5のうちから

一つ選べ。 12

問 3　下線部ａに関連し、ビザンツ様式を代表するハギア＝ソフィア大聖堂のある場所を上記地図中

1～ 5のうちから一つ選べ。 13
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問 4　下線部ａに関連して、ユスティニアヌス大帝の治世を説明する文章としてふさわしいものを、

次のうちから一つ選べ。 14

1　有力な貴族層に国有地の管理権と国税徴収を給付した。

2　第 4回十字軍遠征の時期にラテン帝国を建国した。

3　養蚕技術を内陸アジア地方に輸出し、産業を育成した。

4　ヴァンダル王国と西ゴート王国を滅ぼし、地中海世界を回復した。

5　ローマ法の集大成である『ローマ法大全』を編纂した。

問 5　下線部ｂに関連して、ビザンツ帝国に服属しギリシア正教を受容した民族を、次のうちから一

つ選べ。 15

1　セルビア人	 2　クロアティア人	 3　スロヴェニア人

4　ポーランド人	 5　チェック人

問 6　下線部ｃに関連して、その後、13世紀になってバトゥの率いるモンゴル軍が侵入して南ロシア

につくった国を、次のうちから一つ選べ。 16

1　カザン＝ハン国	 2　オゴタイ＝ハン国	 3　キプチャク＝ハン国

4　イル＝ハン国	 5　チャガタイ＝ハン国

問 7　下線部ｄについて、カール大帝に戴冠したローマ教皇は誰か、次のうちから一つ選べ。

		  17

1　ウルバヌス 2世	 2　インノケンティウス 3世

3　グレゴリウス 1世	 4　ヨハネス12世

5　レオ 3世

問 8　下線部ｅに関連して、732年、フランク王国の宮宰カール＝マルテルがウマイヤ朝のイスラー

ム軍を撃退した戦いは何か、次のうちから一つ選べ。 18

1　タラス河畔の戦い　　　　　　　　　 2　レヒフェルトの戦い　　　 3　ガリア戦争

4　トゥール＝ポワティエ間の戦い　　　 5　ファルツ戦争
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問 9　下線部ｆにおける三圃制農法の説明としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。

		  19

1　東ヨーロッパの荘園における土地利用法で、 3年周期の輪作を行う。

2　フランス北部から普及し、生産力の向上により麦の収穫を著しく増大させた。

3　農地の地力低下を防ぐことを目的にしており、休耕地では放牧をしなかった。

4　 3分割した農地に春・夏・秋に穀物を植え、農業労働の負担を軽減した。

５　領主直営地・農民保有地・共同利用地の 3分割地にそれぞれに賦役と貢納を課した。

問10　下線部ｇに関連して、封建的主従関係について述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正し

いものを、次のうちから一つ選べ。 20

ア　主君が契約に違反すれば、家臣は服従を拒否できる権利があった。

イ　一人で複数の主君をもつことはできなかった。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤
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第3問　次の文を読んで、問いに答えよ。

　　アメリカはモンロー教書以来、ヨーロッパ大陸との相互不干渉を方針として、独自の発展をたどっ

ていた。経済はａ米英戦争を境にしてイギリスへの依存から自立した。また、19世紀初頭の（Ａ）

買収をはじめ、西方につぎつぎとｂ領土を拡大し、太平洋岸に達した。フロンティアが西に移動する

につれ、新しい領土は進取の気質をもつ植民者によって開拓され、豊かな国内市場を発展途上の産業

資本に提供して、これがアメリカ産業発展の特色となった。

　　もともと合衆国南部では黒人奴隷による綿花・タバコのプランテーションが発達し、奴隷制の維持

と自由貿易論が強かったが、工業地帯の北部では、自由な労働力確保のため奴隷廃止論と保護関税論

が強く、ｃ両地域の利害は対立した。北部出身で（Ｂ）のリンカンが大統領に当選すると、南部は

連邦を脱退し、翌年、ｄアメリカ連合国を結成して、ここに南北戦争がおこった。国家の分裂をおそ

れたリンカンは、西部開拓民に無償で土地を与えるホームステッド法や奴隷解放宣言を発して、内外

の世論を味方につけ勝利をおさめた。

　　1880年代にはアメリカでも独占資本の形成が進み、一方で、これに不満をもつ農民や労働者の運動

がさかんになった。1890年前後には、フロンティアが消滅し、19世紀末には、イギリスを抜いて工業

生産で世界一となった。アメリカはパン・アメリカ会議を主催し、ラテンアメリカへの影響力を強め

た。海外市場拡大の要求にこたえ、ラテンアメリカや中国やｅ太平洋への進出をくわだてる（Ｂ）

の（Ｃ）大統領は、ｆ米西戦争をひきおこし、ｇ国務長官ジョン＝ヘイは中国に対する「門戸開放	

宣言」を発表した。その後のセオドア＝ローズベルト大統領も、国内では反トラスト法を強化して独

占の弊害をのぞこうとしたが、国外では、活発な帝国主義外交を展開した。

問 1　文中の（Ａ）に入る地名を、次のうちから一つ選べ。 21

1　アラスカ　　 2　テキサス　　 3　カリフォルニア　　 4　ケベック　　 5　ルイジアナ

問 2　文中の（Ｂ）に入る政党名を、次のうちから一つ選べ。 22

1　共和党	 2　保守党	 3　自由党	 4　民主党	 5　労働党

問 3　文中の（Ｃ）に入る人名を、次のうちから一つ選べ。 23

1　ジャクソン	 2　マッキンリー	 3　ハーディング

4　フーヴァー	 5　フランクリン＝ローズベルト
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問 4　下線部ａについて、その原因を次のうちから一つ選べ。 24

1　イギリス蔵相タウンゼンドが関税策を強化して、アメリカの商工業の発展を妨害したから。

2　フレンチ＝インディアン戦争でイギリスがスペインからフロリダを獲得したから。

3　ユトレヒト条約でイギリスがアメリカより先に、フランスからハドソン湾を獲得したから。

4 �　ナポレオンの大陸封鎖令に対抗して、イギリスが海上封鎖してアメリカの通商を妨害したか

ら。

5 �　イギリスが東インド会社に茶の直送と販売の権利を与え、アメリカの市場を混乱させたか	

ら。

問 5　下線部ｂに関連して、太平洋岸の地域で金鉱が発見された年の他国でのできごととしてふさわ

しくないものを、次のうちから一つ選べ。 25

1　フランクフルト国民議会が始まる。

2　マルクス・エンゲルスが『共産党宣言』を発表する。

3　フランスで第二共和政が始まる。

4　洪秀全が太平天国の乱をおこす。

5　サルデーニャがオーストリアと戦う。

問 6　下線部ｃに関連して、1854年に成立したカンザス・ネブラスカ法の内容としてふさわしいもの

を、次のうちから一つ選べ。 26

1　新しくできた州における奴隷制の採用は州住民の選択によるものとした。

2　解放された黒人奴隷に公民権と参政権を付与した。

3　北緯36度30分を境界線とし、北は自由州、南は奴隷州とした。

4　奴隷は自由州に逃亡しても解放されない財産であるとした。

5　合衆国に対し反乱状態にある州の奴隷を解放するとした。

問 7　下線部ｄについて、アメリカ連合国の首都はどこか、次のうちから一つ選べ。 27

1　ニューオリンズ	 2　ワシントン	 3　アトランタ

4　ゲティスバーグ	 5　リッチモンド
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問 8　下線部ｅに関連して、ハワイでおこった次の①～③のできごとを歴史順に正しく並べたもの

を一つ選べ。 28

①　リリウオカラニが女王となる。

②　カメハメハ大王、ハワイ諸島を統一。

③　併合条約によりアメリカ領となる。

1　①→②→③	 2　①→③→②	 3　②→①→③

4　②→③→①	 ５　③→①→②	 ６　③→②→①

問 9　下線部ｆについて、この戦争でスペインが失った地としてふさわしくないものを、次のうちか

ら一つ選べ。 29

1　キューバ	 2　ベネズエラ	 3　グァム	 4　フィリピン

問10　下線部ｇに関連して、中国でおこった次の①～③のできごとを歴史順に正しく並べたものを

一つ選べ。 30

①　イギリスが威海衛・九龍半島を租借する。

②　義和団事件が発生する。

③　孫文が東京で中国同盟会を結成する。

1　①→②→③	 2　①→③→②	 3　②→①→③

4　②→③→①	 ５　③→①→②	 ６　③→②→①
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第4問　次の文を読んで、問いに答えよ。

　　第一次世界大戦後のパリ講和会議では、（Ａ）が提唱した「十四カ条」が基本原則とされたが、	

英・仏は植民地や勢力圏の利害を優先して、ａドイツに対して制裁的態度をとった。また、大戦中、

ｂロシアでは、十月革命が成功して世界初の社会主義国家が成立したが、これに対して、資本主義諸

国は軍隊を派遣して干渉した。東欧には、民族自決の原則が適用されて新興国家が誕生したが、アジ

ア・アフリカの諸地域の独立はまったく無視された。そのため、大戦中、経済的地位を向上させた民

族資本家が主導しつつ、地域によってはコミンテルンの協力もえて、ｃエジプト・インド・中国など

で民族運動が高揚した。

　　ヴェルサイユ体制は、不安定要因を抱えながらも、ｄ賠償問題に関してはドーズ案を、国際関係に

おいては（Ｂ）条約の締結によって、1920年代半ばに一応の安定をみた。アジアでは、日本の大陸

進出が顕著となり、それに反発する民族運動がおこると、アメリカはｅワシントン会議を開いて、国

際協調主義のもとにこの地域の利害を調整しようとした。しかし、ｆその後の世界経済恐慌は資本主

義諸国を直撃し、国際的な協調体制を崩壊させた。

問 1　文中の（Ａ）に入る人名を、次のうちから一つ選べ。 31

1　クーリッジ	 2　ウィルソン	 3　フーヴァー	 4　トルーマン

5　ケネディ

問 2　文中の（Ｂ）に入る語句を、次のうちから一つ選べ。 32

1　ロカルノ	 2　ラパロ	 3　キュタヒヤ	 4　カルロヴィッツ

5　マーストリヒト
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問 3　下線部ａに関連して、フランスが1923年 1 月に占領した地域はどこか、次の地図のなかから一

つ選べ。 33

1

23
4

7

5
66

問 4　下線部ｂについて、関係する次の①～③のできごとを歴史順に正しく並べたものを一つ選べ。

		  34

①　ドイツ側と単独講和にふみきり、ブレスト＝リトフスク条約が結ばれた。

②　生産力の回復をめざし、戦時共産主義から政策を転換し、新経済政策がとられた。

③　モスクワで共産主義者の国際組織であるコミンテルンが創設された。

1　①→②→③	 2　①→③→②	 3　②→①→③

4　②→③→①	 ５　③→①→②	 ６　③→②→①

問 5　下線部ｃについて、エジプトではパリ講和会議に民族代表団を送る運動がおこるが、この民族

代表団を何というか、次のうちから一つ選べ。 35

1　ウラービー	 2　マフディー	 3　タキン

4　サレカット	 5　ワフド
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問 6　下線部ｃについて、中国に関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、

次のうちから一つ選べ。 36

ア�　1924年、第 1回国民党全国大会で、「連ソ・容共・扶助工農」の三大政策をかかげ、国民党

員が個人の資格で共産党に入党することを認めた。

イ�　1927年、上海でクーデタをおこした蒋介石は、多数の共産党員と労働者を虐殺して左派勢力

を一掃し、南京に国民政府を樹立した。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤

問 7　下線部ｄに関連して、ドイツの首相として協調外交を展開し、ドイツの国際的地位の向上と西

欧の安定に貢献した人物は誰か、次のうちから一つ選べ。 37

1　ブラント	 2　エーベルト	 3　ヴァイツゼッカー

4　ヒンデンブルク	 5　シュトレーゼマン

問 8　下線部ｅに関連して述べた次の文ア、イの正誤の組合せとして正しいものを、次のうちから一

つ選べ。 38

ア　この会議で締結された九カ国条約には、ポルトガルも調印した。

イ　この会議で締結された四カ国条約の発効と同時に、日英同盟が解消した。

1　ア＝正　イ＝正	 2　ア＝正　イ＝誤	 3　ア＝誤　イ＝正	 4　ア＝誤　イ＝誤

問 9　下線部ｅが開催された年におこったできごとは何か、次のうちから一つ選べ。 39

1　フランスでキューリー夫妻がラジウムを発見する。

2　ロシアでシベリア鉄道が開通する。

3　ドイツの飛行船ツェッペリン号が世界一周する。

4　中国で魯迅が『阿Ｑ正伝』を発表する。

5　イギリスのスコットが南極に到達する。
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問10　下線部ｆについて、当時を説明する文としてふさわしいものを、次のうちから一つ選べ。

		  40

１ �　フランスはベルギー・オランダと経済ブロックを形成する一方、関税引き下げ、支出削減の

デフレ政策によって恐慌に対応した。

２ �　イギリスのマグドナルド挙国一致内閣は、金本位制からの離脱、緊縮財政、自由貿易政策な

どを実行した。

３ �　アメリカ合衆国のフランクリン＝ローズベルト大統領はラテンアメリカ諸国に対して、直接

的干渉をする善隣外交を展開した。

４ �　ドイツではナチスが恐慌対策として、アウトバーン建設などの公共事業の推進、軍備拡張、

労働奉仕組織への失業青少年の吸収などを実行した。

５ �　イタリアではエジプトを第一の対象として、植民地戦争でファシズム体制への国民統合を再

強化しようとする計画が現れた。


